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2025年（令和7年）3月23日　日曜日（1）

米作の戦時緬制
11歳から60歳まで
男子　年14斗6升（3．6億）
女子　年12斗と1台

65歳以上

男子　年13・1斗
女子　年11・3斗
等々、細かく決められたと聞

いています。

た
い
戦
後
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録
膵
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饉

小
松
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友
さ
ん
7
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市
四
賀

◇
戦
争
の
話
（
戦
時
中
の
話
は
、
知

る
由
も
な
い
の
で
、
諸
先
輩
よ
り
聞

く
と
し
て
我
は
割
愛
す
る
）

私
の
父
も
戦
争
の
経
験
は
あ
る
が

余
り
戦
地
の
話
は
し
な
か
っ
た
、
父

の
兄
は
二
十
才
で
戦
死
し
て
い
る
。

次
男
で
あ
る
父
は
復
員
後
兄
に
代
わ

り
家
を
継
い
だ
、
伯
父
の
戦
死
が
無

け
れ
ば
、
母
と
の
出
会
い
が
変
わ
り

私
は
生
ま
れ
て
い
な
い
。
人
と
の
関

わ
り
や
繋
が
り
が
変
わ
っ
て
し
ま
い

其
々
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
う
の
が

戦
争
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

私
の
母
は
、
あ
あ
野
麦
峠
の
時
代

に
尋
常
小
学
校
卒
業
後
す
ぐ
糸
取
り

に
出
て
苦
労
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

父
の
姿
を
思
い
起
こ
す
に
、
冬
の
土

間
で
米
の
供
出
用
の
俵
を
編
ん
で
い

た
、
錘
を
前
後
に
垂
ら
し
稲
わ
ら
を

一
摘
ま
み
ず
つ
揃
え
て
編
ん
で
ゆ
く

出供の米

の
で
す
。
今
で
は
縁
起
物
で
し
か
見

る
事
が
無
い
。

◇
合

食
和
の
米
騒
動
と
言
わ
れ
て
い
る
、

戦
中
・
戦
後
の
物
品
統
制
下
農
家

で
も
一
人
当
り
の
米
飯
を
計
算
し

（
自
家
消
費
分
）
残
り
は
供
出
さ
せ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

田
も
畑
も
等
級
が
決
め
ら
れ
て
反

当
収
量
が
き
め
ら
れ
た
。
「
昭
和
の
、

大
検
知
か
」
米
は
も
と
よ
り
、
大
根

も
反
当
○
○
貫
目
採
れ
る
は
ず
だ
で

あ
る
。
そ
の
他
の
作
物
も
・
：
。
当
時

の
肥
料
は
下
肥
と
落
ち
葉
・
刈
草
で

し
た
、
反
当
（
1
0
a
）
米
収
量
六
俵

二
斗
五
升
、
現
在
は
約
十
億
、
約
6

0
0
k
g
く
ら
い
で
す
。

◇
戦
時
統
制

保
有
米
の
計
算
（
男
子
は
日
に
4

合
、
女
子
3
合
4
勺
）
、
今
と
違
い
食

べ
る
物
は
他
に
何
も
な
い
時
代
に
、

－　　tll

自
宅
に
残
さ
れ
る
戦
中
、
戦
後
の
さ
ま
ざ
ま
な

写
真
や
帳
簿
な
ど
の
資
料
と
小
松
房
友
さ
ん

重
労
働
で
今
の
倍
の
時
間
（
朝
早
く

か
ら
日
が
暮
れ
る
迄
、
3
食
米
だ
け

食
べ
て
）
働
い
た
。
米
は
味
噌
に
醤

油
に
も
ま
た
物
々
交
換
で
い
ろ
い
ろ

の
物
に
変
わ
っ
た
。

◇
昭
和
2
1
年
追
加
供
出
米
発
動

我
が
家
で
は
方
四
日
に
こ
斗
五

号
蚕
の
追
加
供
出
が
命
ぜ
ら
れ
た
。

四
月
十
三
日
に
も
追
加
が
命
ぜ
ら
れ
、

合
計
3
3
億
か
ら
3
7
億
の
供
出
割
り
当

て
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
2
3
年
に
は
、

1
0
月
2
8
日
早
出
し
供
出
が
命
ぜ
ら
れ
、

指
定
日
ま
で
に
供
出
割
り
当
て
の
8

割
を
供
出
せ
よ
で
あ
る
。
当
時
は
十

月
未
か
ら
十
方
初
め
が
収
穫
取
り

入
れ
の
時
期
で
、
適
期
刈
り
で
な
く

収
量
が
減
っ
て
も
供
出
さ
せ
ら
れ
た

と
伝
わ
る
（
父
の
記
録
）
。

※
原
文
を
尊
重
し
て
掲
載
し
ま

した。


